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　日本の封建時代に於て，大名は極めて大きな地位をしめでいる．封建社会炉形成されで来7二十二
世紀から，崩壊の時期である十九世紀の中葉まで七百年余りの間，大名は武家上唇の支配階級とし
て自己の立場を強固に守りつづけて来すこのであつすこ．しすこがつて日本武家社会の歴史の中には，一
面に於て大名発展の歴史炉大きく,流れているのである．それではこの大名は如何なる性格を有し，
如何にして成立・発展していつすこのであろうか．今この問題について，中世に於ける大名の活動を
荘園領主との関連に於て考察してみ仁いと思う．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　大　名　の　概　念
　大名なる名称はｙ最初美称として発現し，大化改新の前後に存しすこ国司・郡司の子孫から起っすこ
　　　　　　　　　　（1）ものだと云われている．即ち大名は古代の国造の系譜をつぐものであり，荘園制の時代に入ってか
らは，地方に於ける墾田を主体とし7こ土地の所有者であっ｀に炉，その所有する耕作地7二る名田の面
積の大小に吉じて大名・小名と称せられ了このである．即ちそれは大名主・小名主たる農民をさし7こ
言葉であり，名田の所有者として地主的身分を保有するものに対する通称一祀会的俗称-であ
　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，つ7こと考えられる．後゛に戦国時代になってから，大名の名称炉祗会的な俗称から，有力武士として
の公法的な概念にまで高まって来た時に於ても，肯「（永祗十二年）八月十八日より三日出勢して
大口の城へ押寄せ，東西南北馳廻り秋作をそ彿れける．郡司郷司の大名に到迄，自分鎌を乎取てそ
薙れすこり」と箕輪伊賀入道受書〔後編薩藩旧記雑録，五〕に書せられている如く，地方に於ける傅統的
な土豪としての身分は温存せられてい7二のである．
　さて大名の名炉何時から起っすこかと云う事にっいては不明であるが，蒲原明衡の「新猿祭記」に
　「三君夫出羽桶介田中豊谷，偏耕農篤業，更無他計，数町戸主大名田堵也」とあり，そのあと農業
経営の具体的記述炉みえているが，この大名田堵は寄進地系荘園の耕地を領作する土豪であり，地
方官仁る国司の有力なるものであっ7二．又「願廣王記」安元三年四月廿八日条に「焼亡大極殿云
･々，諸国大名不吉国役諸庄下司不順領家云々」とある炉，平安時代末期に於ては，既に強力な地主
的名主として国役に原ぜざる程の力をすこくゎえてい了こ事炉知られるのである．即ち平安時代の末頃
から大名の名称炉史上に現れ始めて来る炉，有力名主としての農民的色彩が強く，まだ後世の如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
く，家子・郎等を引き臭しす二純然すこる武士の棟梁を意味し7こものではなかったのである．これ炉武
２ 学￥術研究 ２巻　第20号
士の別称の如く考えられ，祀会的にも家子・郎等を配下にもっすこ有力武士の身分をさすものとして
認められるようになったのは，源平の争乱以来，武士炉支配的な勢力をもっようになってからの事
であると思われぎ．　「平家物語」に「院宣の御使泰定は家子二人郎等十人具し7こり．院宣をば文袋
に人て雑色加頚にぞ懸させすこりける．三浦介義澄も家子二人郎等十人具し7こり．二人の家子は和田
三郎宗貞，比企佞四郎能員なり．大人の郎等をば大名十人して,･俄に一人づっ仕立けり」〔巷八,征
夷将軍院宣〕，「東国より攻上る大手の大将軍は，蒲の御啓司範頼，搦手の大将軍は九郎御座司義経，
むねとの大名三十余人，都合其勢六万余騎とぞ聞えし」〔巷九,生食之沙汰〕とあり，更に大名・小名
と併称せられている例が同書に散見し，又「源平盛衰記」’にも「院宣など下されなば，大名小名
誰か一人も背き侍るべき」〔巷十九,文覚入定京上りの事〕，「さる程に北条を召して『平家追討の院宣
を賜はり7これども，折節無勢なり，いかがすべき』と宣へば，時政暁び中しけるは，『東八箇国に
は党も高家も，大名小名君の御家人ならぬ者は候はず云々』」〔巻十九，兵衛佐家人を催す事3,「『（前
略）よき馬共を支度して宇治勢多を渡して高名あるべし』とぞ議せられける．斯かりければ，大名
小名，党も高家も面々に其の用意あり（下略）」「（前略）此馬をは大名小名八箇国の者共内外にっ
けて所望ありきG下略）」〔巻三十ぷ，東國兵,吋汰へ並佐々木生咳を賜はる事〕などとみえ，「吾妻鏡」にも
　「鶴岡上下宮常灯油事場大名等役云々」〔建久六年八月廿九日条3，「北条殿以下諸大名群参成市」〔正
治二年正月八日条〕，「重忠云緩起楚忽不可有繋樋引橋之計難治賦云々，安蘇右馬大夫聞之云畠山殿者
只大名計也（下略）」〔正治二年二月六F!条〕等各所に散見しているが．これらはすべて録倉幕府の家人
了こる武士をさしているのである．しかしながらその根本には,やはり前代以来の有力名主としての性
格を’そなえていすこと考えられろ．即ち「常陸国大名也」と云われ7二八田知家と多気太郎義幹とが，
曾我兄弟の敵討の事件を契機として対決し7こ際，多気太郎義幹は「於構城郭聚軍士之変者承伏無所
遁」として，その所領を牧公せられて馬場小次郎喪幹に典えられ，資幹は「已篤当国内大名」と･云
われているが〔吾妻鐙，建久四年六月五日条，同月廿二F!条，七月三F!条〕，これによると大名は所領を有す
る有力な名主的武士を意味していすこ．し7二かつて力らる最有力名主の中には，荘園内の荘官に任ぜ
　　　　　　　　　　　　　　　（5）られていすこものもあっ7二のである．而してこれらの大名すこる武士は「平家物語」に「大手生田森に
も源氏五万余騎で固すこりける炉，其勢の中に，武蔵国の住人，河原太郎，河原次といふ者有り．河
原太郎弟の次郎を呼で云ひけるは大名は我と手を下さねども，家人の高名を以て名誉とす．我等は
自乎を下さすは叶ひ加7こし云.々」〔巷九，二度之懸〕と記されている如く，自ら直接戦に従事せすと
も，家臣の働きをもって名誉とする事の出来る家子・郎等を卒い7こ強力なる武士であり，一般の武
士は「自手を下さすは叶ひがす二し」と云われる炉如き性質のもの，云わば小名迪であり，「吾妻鏡」
文治元年二月五日条に「典膳大夫中原久経，近藤七国平篤使節上洛（中略）今両人雖非指大名云々」
と書せられている如く，大名でも有力なる大名として認められる事は困難であっ7このである．而も
これらの大名・小名達は「平家物語」に「東国の大名小名多しといへども大将軍の下知に従ふ事な
れば，力及ばす･．唯国の費え，民の煩のみ有て今年も既に暮にけり」〔巻十,大嘗会沙汰〕，「吾妻鏡」
に「景時申云，安蓼国大名葉山介宗頼依伊沢五郎之催篤奥州御下向御共率勇士参向之処，於駿河国
藁科河過聞已御進発之由，自其所帰国詑，自由之至也，無誠御沙汰者，自今以後傍輩之所思如何云
々，男可被牧公宗頼所領等之由被定云々」［文治五年十月廿八日条］とある如く，武家の棟梁により統
卒せられ，その下知に従うべき義務があり，勝手な行動は「自由之至也」として許されず，強行す
れば処罰を冤れなかっ7このである．
　周知の如く文治元年源頼朝は諸国に守護地頭を設置し7このである炉，これらの守護地頭は鎌倉幕
府の家人であt），当然大名と汎称せられるべき性質のものであっすこ．しかしながら守護地頭と云う
公法的名称の場，大名と云う通称は次第に見出されなくなり，大名の名称は漸次守護地頭の中に包
゛ “ ～ ﾐ ｰ
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撮されてしまっ7二のであっ7こ．「娃武年間記」の「二条河原落首」の中に「此比都にはやる物」と
して「俄大名」の名炉みえるが，これも社会的な俗称としての通念に基くものであろう．十四世紀
の中葉，南北朝の動乱に始まる守護領ヽ国制の展開ば，経済的には荘園制を解匯せしめていっすこので
ある炉，祗会的には守護暦の地位の向上，守護大名の成立と云う方向に向って進んでいっ仁のであ
る．もっとも，中世末期の大名はすべて守護大名であり，綜倉時代より云いならわされていた吐会
.的な俗称を隠しきっていすこと云う譚ではなく，その中には種々雑多な内容を含んでい7このであっ
7こ．例えば「勢州軍記」には「皇家衰微之後者，公家之大名此国司一人也」〔啓上,勢州諸家第一，伊勢
國阿萍〕と書せられ√伊勢の薗司北畠氏は「公家之大名」と云われており，「朝倉始末記」には「爰
に波多野玉泉坊八五千貫知行シ．飛鳥井宝光院ハ壱万貫ノ知行ニテ凡日本国一番ノ法師大名ト沙汰
シケリ」〔啓八,波多野玉泉坊詠伐之制と「法師大名」の名がみえ，又「郡司郷司の大名」〔前掲丿箕綸
伊賀入道覚書〕と称せられるものもあり，更に「多聞院日記」永正二年二月六日条に「例年薪猿槃自
今日在之，貴賤群集，殊大和大名筒井官符，越智，布施，箸尾，十市以下悉以上洛被見物了」‘とあ
って，大和大名として筒井以下の名があげられているが，興扇寺と関係の深い愉兵の代表で官符衆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　.’
徒7こる筒井以下をも大名と称しているのである．こうし7こ点から考えれば，中世末に於ても大名は
恂依然として前代以来の通称としての性質を睨し｀きってはいなかったと考えられるのである.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　又守護に従属する守護代・地頭等の武士は一般には大名被官人と呼称されてい了こようである．文
明年間武蔵国の守護であっ7二上杉顧定の執事長尾景信の死去後，景信の弟忠景炉跡をついだ時，景
信の子景春が怨んで乱をはかっ7こが，こｍこっいて「鎌倉大草子」に「扇の谷の家務は太田左衛門
人道道液，山の内の家務長尾左衛門入道死去の間，長尾尾張守忠景に順定より被｀中付，爰に長尾四
郎左衛門尉景春は長尾一家の大名にて有勢の者也」とみえ，「長興宿禰記」文明十二年三月廿六日
条に「今日，細川九郎自丹波上洛，被官一宮備後守計略，盗出所捕置，一宮々内大輔父子打死，安
富新左衛門尉，庄伊豆守等発向，合戦執首云々，当時第一之大名也」と記されている事から考える
　と，守護の従属者をも大名と称しでいすこ事炉明らかである．しすこかつて室町一一戦国時代にかけて
　は，大名と汎称せられるものは極めて複雑な内容を含んでおり，中世初期以来の大名主は勿論，植
　力の大小，敞国知行の多少により，守護を主体として武士に対して大名・小名の名称が社会的なも
　　　　　　’¨　　　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）のとして一般化し，かっ民衆の間にも普遍化していた事炉知られるのである．しかしながら大名の
主流・本質は，やはり屋形〔黄薇古簡槃八，興隆寺文書三,康代古案七等〕・太守〔続良愚抄,永緑九年
七月　F!条，永光寺旧記等〕諸侯〔勧修寺文書七等〕などとも称せられ仁守護大名にあっすこと云えよう．
而してこれらの大名は録倉時代以来の祗会的な通称の域を完全に脆しきってはいなかっ7二にして
も，室町時代の記録・々ご書に数多くみえる如く，次第に固定し7こ公の法的概念に転化しっっあった
のである．これは室町幕府の勢威か失墜し，主従関係が弛緩しす二埓，守護炉漸次幕府に従属しすこ家
人と云う立場を離れて，支配者として自立せんとし，国内全般にね7二って封建祗会の主軸をなす
ようになっ7こ事や，史に，後述の如く守護の極力増大に件って守護領国訓炉展開し7こ炉，その間下
剋上の時代風潮が醗成せられて，有力な大名達は政治力・経済力を基礎として，守護領国を戦国大
名領に転化せしめ仁事によって，大名の封建支配者としての社会的地位が定まつ7二事などが原因と
なっていると考えられるのである．
　さて，大名の概念加公的なものとして固定するようになって来すこのは，南北朝の動乱期から室町
時代中葉にかけての守護領国の成立・発展期からであるが，これらの守護大名は，幕府から離れ
て自立の傾向をしめしな炉らも，他の面に於ては，幕府と結合せんとする矛盾を内包しておっ7この
　　　（9う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10)である．し7こがって戦国大名の如く幕府から完全に背離jると云う事は出来す，将軍の橿原を必要
　　　　　　　（1D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a2)とし7このであり，大名自体も前軍との関係に於て，その社会的地位が決定しにのであっ7二．もっと
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　も，守護大名にしても，戦国大名にしても，近世江戸時代の大名の如く，将軍に臣従する草高一万
石以上と云う炉如き，一定の所領高炉規定せられてい7こ詳ではなく，これにっいては「朝日物語
･（祖父物諮）」に「其後藤吉力ヽｌノ原ヨリ事故ナク帰リ，美濃国ニタ七千石知行ヲ下サリケル，俄
大名二成人ナキュ迷惑シテ，七郎左衛トテ清須ニレンシヤクフキナヒシテ居ケル者フリ，是ハ藤吉
.郎伯母聳也（中略）七千石ノ主ト成テ，七郎左衛門ヲ呼ヨセ，七百石トラセ，末々何程大名二成タル
　トモ拾分－,トラセント約束シテオトナエ仕クリケル」とある如く，織豊時代に於ても，まだ一万石
.以上と云うが如き規定炉なかっ7二事が分るのである，しかしながら，江戸時代の大名の源流は中世
の守護大名に見出されるのであり，徳川氏が縁故の親疎・新薔や家格によって大名を分ってその地
位を規定した如く，守護大多も亦，足利氏との親疎や家格等によって位置付けられていたのであ
る．即ち「書札作法抄」「細川家書札抄」「大館常興書札抄」等をみると，大名の地位・家格によ
って書札法式炉異ってい7二事炉分るのである．今室町時代の守護大名にっいてみるに大要次の如く
分っ事炉出来る．
　「御相伴衆」，「益田家什書廿五」に「官領並御相伴大名，御前へ祗候時敷居内ノ御座敷工祗候
オリ，但清酒土翁頂戴之時何モ御敷居ヲコスラーリ」とあって，大名中最も地位が高く，蒋軍の近く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J　　　　　　　　　　　　　C13)に侍り得るもので，山名・細川・一色・畠山・佐.々木の五氏の有力なるものに大体定まってい7こ炉．
いずれも足利将軍家の一族或は譜代の重臣であっすこ.
　「国持衆」，御祀の順謐御棉件衆の次に位し，「在国して武敦を鋤，武徳を陳る諸将」〔膳仁武鑑,二〕
を云い，御相伴衆に列せられた以外の諸国の守護大名である．
　「准国持衆」，国持衆と変る所はない炉，治要居住の故をもって准国持衆と称し7こようである
C同則．
　以上は幕府の政務に関係し得る主として譜代の大名である炉，殿中に祗候の席なく，幕政に参呉
し得ないが，「頗武家之英雄」たる大名は「外様衆」と称せられでいづこ〔同前〕．其他，幕府の諸
役，前軍への奉仕の形態に感じて「御供衆」「中次衆」「御部屋衆」「番衆」「奉行衆」等の区別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CM)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●があっすこ事は当時の日記等によって明らかである．このように一彦大名の分類が出来るとしても，
これは決定的なものではﾌﾞぶく，国持衆の中には譜代の外に外様衆も含まれてい7こ事は云うまでもな
い．戦国時代に入ってからは，守護大名は治境の地を除いて大部で分没落しすこ場，こうしすこ区別も意
叫をも7こなくなり，守護大名から戦国大名へと転化していっ7こが，戦国末期になって織豊二氏によ
る統一事業炉完成し，近世の曙光炉さし始め7二時，大名の概念も漸く江戸時代のそ,れの如く，公法
上の意義を具有する事となっ7このである．而してこの劉期をなすものは，既に三浦周行陣士によっ
　　　　　　　　　(15)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・で指摘せられすこ如く，文祇四年八月の豊臣氏五大老の掟からであろう〔大坂城中壁轡，浅野家文書，
豊臣家五大老連署条目〕．即ちこの掟によれば「諸大名護治之領，得御意，以共上可中定事」「大名小
名深重令契約誓紙等，堅御停止之事」「乗物御免之衆，家康，利家，景勝，輝元，隆景並二古公家，
長老，出世之衆，此分以外，雖場大名，若年之衆，可騎馬，於年齢五十以後之衆ハ，及路次一里者，
駕詣之領被成御冤候，於当病者，是亦駕能御免之事」と規定せIられて．江戸幕府の武家諸法度の先
政をなしている事が明らかである炉，ここに於て大名は完全に法律上，結会的地位及び身分を規定
せられるに至っ7二のである．
　註ｌ．新見吉治博士「F!本に於ける武家政治の雁史」武家政治の研北所≪, 22頁
　　２．西岡虎之助氏「荘回制の発達」荘回史の研北上所収, 291
　　　牧健二博士は「豪族を大名・小名と言ふ場合にも，名田の多少からでなく矢張勢威の大小で言つたのかとも思
　　　はれる」（日本封建制度成立史，75頁J）と云われているが，有力名主は.一般に廣大な名田を多く所有していた
　　　大名主であワたので，大名主の武士化は必然的に勢力の大なる大名を生むに至つたと考えられる．
　　３．竹内理三氏「姓園に於ける武士と農民JF!本雁史講座中世SI, 10ﾌ頁
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５
４．吾妻鏡，元暦元年三月-一日条に「土佐國大名國信國元助光Å這」「竺i國大名並御方有志武士」「大名武士同心
　　合力」とみえるが．大名は名主的土豪，云わば農民的性格を多分にもつた武士で，農民的要素の稀薄な武力を
　　もつた武士と区別されていたと思われる．しかしそれも鼠密な区別があった訳ではなく．大名といつでも廣い
　　武士群の中に入る訳である．
　　西岡虎之助氏は「上級武士の武力は下級武士たる荘園の地主荘官などが，荘園寄進と同時に上級武士の家子・
　　郎等もしくは家人となることによって具体化した」と云つていられるが（「荘回制の発達」荘園史の研究上所収，
　　･67頁），大名は始めはこの下級武士たる荘園の地主・荘官をさしたものと考えられる．
５．今井林太郎氏「目本荘園制論J 144頁
･6.興部寺の衆徒は元来春日此の討入・白人たる國民と共に併梧された俗入で，土地を興部寺に寄進していた名主
　　的土地所有者で，寺此の諸役をつとめたが，太政官符によって選ぱれた官符衆徒は噌兵の棟梁であり，後には
　　これらの衆徒は大和大名として純然たる武士･に移行していった．尚,豊田武氏「日本の封建都市」59頁參照
７．例えば,斎藤親基日記，寛正六年十二月二日条，大乗院寺此雑事記，文正元年九月十Ｈ条等にみえる・
８．〔古文書〕十集に次の文書かあるが，との事実を語っている．
　　　　　　酒屋中謹言上
　　右子細者大津酒之事名･如形御役をきんし申候間不及是非侯，共外坂本並奈良酒等之事預御停止侯者可畏人候，
　　同河内擾津酒之事名･諸大名へめしのほせら瓦候外商蛮酒を見分させられ候て預御停止依者，各誉可畏存候，1乃
　　祖言上如件
　　　　永正六年六月　日
９．拙稿「中世土佐に於ける土豪の助向と大名の成立」高知大学研究報告第１巻16号，３頁
１０．室町時代中期に於てはまだ幕府の命に･服従する者も少くなく，土一揆渓圧の鴛に出陣したり（大乗院寺社雑事
　　記，長篠元年十一月十一彫
　　して金曳を進納している者もある（長興宿禰記,文明七年七月廿一日条）．
ｎ．坂田吉雄氏「戦國武士」６頁，･8頁
12.同上，13頁
13.江戸時代末期のものであるが，栗原倍充の編集にカベる「胞仁武鑑」には次の如くみえている．
　　参叶目件衆，将軍家諦家へ成さるい1ぷ，御先へ參向して御入を待御座に呪近して，進這に隨ふ衆を云，共家五戸
勿配山名･蝕川心眼・一色・畠山謐J7・佐々木蕊　也，三蔵乃内にて細川聴明丸幼稚乃間1珊目件衆に補せしも
　(持豊)(成之)(政直)(政信)(持清)(六角高頼)　　　　(政元)
　　別格と云へし.
14.　例えば，後法興院記，延徳三年八月廿七目条，言継卿記，天文六年正月一日，十三年十月九日，十七年六月－
　　Ｈ，十九年正月十五日，永禄三年二月一F! ，七年十月十八Ｈ，十三年五月五日条等にみえる.
15.三浦川行厚士「守護と大名」続法制史の研究肌収, 1193頁　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ　大名権力の伸張
　前章で述べ7こような性格を有する大名の主流は守護大名であり，守護はその領主化の過程に於
て，大名とし,て社会的地位をはっきりと露呈して来るのである．この守護の領主化一大名化は，守
頂権力の伸張に件って行われ，荘園領主は従来の経済的社会的に優位な立場を奪われてしまっfこの
てある炉，玖にこの点について考察しようと思う．
　平安時代の中葉以来形成されて来た武断主義を中心とする中世封建社会は，源頼朝の開幕以来，
･硝固すこる地盤をうち立てて来7このである炉，この世界に対立する文治派の公家・祗寺を中心とする
古代的社会は，その経済的基礎を諸国の荘園に置いてい了このである．武家を中心とする封建社会の
老展は，必然的にこの古代的荘園社会を漸次蚕食することとな?），この傾向は守護地頭の設･置後
　「於諸国庄罰下地者，関東一向可令領掌給」〔･吾妻鏡,文治元年十二月廿一日条〕との鎌倉幕府の方針に
.より，急速に展開していっ仁のである．しかし鎌倉時代に於て雌;荘園領主に「庄公之運上不通，
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人命殆不可待元正」〔玉葉，文治元年十二月八日条〕る予想をいだかしめ，荘園を変質せしめ?こものの.･
未だ前園を解体崩壊せしめるまでには至らなかっ7二のである．荘園の解休崩壊への過程は，南北朝･
動乱の頃からはげしくなって来る炉．これは鎌倉時代中葉以来の荒園下地の割分や，請負制の発展
を始め，牛済制の出現，民衆の一揆・逃散による農民迩動の急激なる展開などによって促進された
のである．而してこの間に於て，地頭による領主制の進展がみられる炉，これらの地頭唇を被官化．
して，大名領国を形成したの炉守誕であり，ここに守護大名の視力の基盤がめつ7こ．守護は設置当
初，その職務は大犯三ヶ条に限られていすこ炉，支配圏が廣大なる埓，地頭より有利な立場にあっ7こ
ので，班園に於ける地頭の非法違乱と同様に，守護自ら非法を行い，地頭以下の国人・土豪を被官^
化する事によって守誕大名に発展していっ7二のである．守護の職視乱用は既に鎌倉時代の初期から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）あらわれ，幕府は禁止令を出し了このでめる炉，時代炉下るにっれて，この傾向は笞.々著しくなり
　「諸国の守護大犯三ヶ条の嶮断の外は綺ふ事無りしに今は大小の事共に唯守護の計にて，一国の皮
敗我意に任すれば地頭御家人を郎従の如くに召仕ひ，寺社本所の所領を兵根料所とて押て管領す，
共権威唯古の六波羅九州の探題の如し」〔太平記啓三十三，公家武家栄枯易地事〕と云われるようにな’
り，足利氏もこれら守護の越視行埓には，それ炉非法である事炉明らかな揚，その対策に苦らし．
　　　　　　　　　　　　（3）度･々警告や禁令を発し7こ炉，一片の室文に過ぎなかっす二のである．南北朝の動乱期から座仁の乱の一
頃に至る間，守護大名の活動は益々活発となり，ついに荘図領主への挑戦は最後の段階に到達し7こ
のであっすこ．守誕としては「定めをかれ7こる御法をまもり，限りある得分の外は，其いろひをなさ
す，上には事君の節を尽し，下には撫民の仁を施して，廉直のほまれ当世に聞，隠徳lこ）行末代に及
さば，冥慮にもかなひ，栄花を子孫に傅ふべき」〔橡談治要,諸國の守護人だる人廉直を先とすべき事〕筈で
あっ了こ炉，「やゝもすれば無道をかまへ，猛悪をさき」とし「当時の休7こらく上裁にもかかはらず，
ほしいまりこ視威をもて他人の所帯を押領し，富に富をかさね，欲に欲をくは」〔同前〕へ，「寺社．
の本所領を無理に押へ，知行せる力づこ炉だのこと猛悪の心を先として，後代の名をも恥辱をもかへ　八
りみざる」･〔文明一統記，政道をふこヵ考らるべき事〕状態であり，「春秋の時の十二諸侯，戦国の世の
七雄に異ならす」〔樵談治要,諸國の守護人たる大廉直を先とすべき事〕と一粂最良から嘆ぜられ，大乗院尋．
尊をして「今度乱（吉仁の乱）ハ併佛法王法公家減亡基也，如形本復義不可有之者也，時刻到来可猷.
ＭＭ」「近来諸大名諸国々人等以武威之号，寺社本所領等，任雅意押領，揚本私拳軽公儀尾能緩
怠，中々無是非次第只如畜生也」〔大乗院寺此雑事記,文明二年六月十八F!条〕と極論せしめ7このであっ
7こ．更に膨仁文明の乱に於ける畠山義就，大内政弘の行動に対して尋埠は「此畠山大内両人ハ京都･
並東山西山霊地共悉以焼失発向，前代未聞悪行，佛法榊道之敵人，不可過之両人者也」〔同前〕と筆
昧を加えている．又文明二年八月，興謳寺領越前国河口庄大内郷の済物を押領した朝倉孝景は
旧咤私要砂，文明二年八月廿一日条〕，後には興扇寺より「越前国寺領分ハ悉自守護被押候」〔同礼文明
二年十月廿六日条〕と云われる程の強ﾌﾟJなものとなり，文明三年五月，守護代より越前国の守誕へと
その地位を上昇せしめ〔古証文，二〕，笞刈孟威を振っ7こが，文明十三年七月卒去するや「篤惣別珍･
重賦，天下悪事等始行張本也」〔親長卿記，文明十三年八月十日条〕と公家から憎悪の念を了二すこきっけら
れているのである．地方に於てもこの傾向は例外ではなく，例えば九州では少弐頼忠によって宇佐，
の榊領加押領せられ7こ炉，数ケ度の訴訟に対しても「表者即被成裁許之判形，裏者猶以押領之沙
汰」〔到津家譜〕と云う状態で，ついに前大宮司到津公弘等は文明二年十月，榊典を奉じて朝廷幕肝
に訴えんとしすこのであっ｀fこ〔同前〕．
　かくの如く守護大名の勢力は強大なものとなり，土倉・酒屋を打破り〔大乗院寺社雑事記，文正元一
年九月十三日条〕，守護と号して非法の乱入を事とし〔同前，明咆四年十一月七F!条3，守誕の命に庶じない
と云っては，放火の暴挙を行う〔長興宿禰記，文明九年六月十六Ｈ条〕など目にあまるものがあり，又ﾐ除
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－
７
笏守護京極政高の如きは，飛騨両国司姉小路基綱，小島勝言を国外に追う炉如き乱暴を敢てし7この
であっ7二〔佐々木文書三，大乗院寺祗雑事記，文明五年十月十一F1条〕．中には禅家7二るの故をもって，守護
に態ぜすと豪語し7こ荘園領主もあっ7こ炉〔大乗院寺此雑事記，寛正二年十月四日条〕，これらは寧ろ例外
で，ついには守護の乱暴の焉，主水司は朝廷に氷物を進める事が出来ないような状態となり’〔続
史愚抄,四十一,後土御門天皇中之下，長享二年四月一日条〕，将軍の命も一向用いられず，足利義政は諸大
名諸守護炉上意に感ぜざるを憤り，ついに閑居しすこ協，大小の政事は涼醇を来すよ５な結果を招く
事となってしまっ7こ〔長典宿禰記,文明十三年三月廿一日条〕．したがって守護の名は存在しても，感仁の
乱後は古の守護としての実質をそなえるものではなく，所謂戦国大名に転化し，守護ならざる新興
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41　’･武士も，所領化せる守護職を競望し7このであっ了こ．感仁文明の乱を好機として，大和大名越智家栄
は西軍に感じ，畠山政長の軍を攻が二加，それは和泉守護となる篤との風聞があっ仁時，大乗院豚
璋は「於国民輩者過分所存也」〔大乗院寺畦雑事記，文明二年八月五日条〕と始言しつつも，「近日ハ不
見土民侍之皆級之時節也，雖篤弘之輩可成守誕国司之望条不能左右者也」〔皿〕とあきらめの言
葉をもって，時勢の如何ともなし能わざるを啖じている．
　かくの如く極度にその禅力を伸張せしめ7こ守護大名も，彼等相互間の対立抗争がっづけられる中
で，その領国を維持して叩）く篤には，国内の国人・土豪7こる小名級の武士を被官として，その傘下
に強固に組織化してり）く事炉必要であっ7こ．而して既述の如く，これらの国人・土豪は鎌倉時代以
来，荘園に入りこんでい仁地頭登炉主7二るものであっ7こ．これらの地頭も鎌倉時代に於ては，守護
と職分は区別され，守護使の入部を停止せられている所に於ては「悪党等出来之時者不日可召渡守
護所長き任務を有し〔貞永式目，三十二条〕，守護に従属していず二譚ではなかっ7こ．しかしながら地頭
はその性質上，個,々の荘園を対象とするものであっ7こだけに，その勢威は一国を管理の対象とする
守護には逍く及ばな加っすこcRｱある．し7こ炉って守護植力の拡張に件って，漸次そ（7?下風に立ち('6)
被官とならねばならなｶヽつ仁．この傾向は南北朝の動乱期から吉永時代にかけて甚だしくなっ7こ炉，
雁仁文明の頃には極点に逢して，地頭は全くその性質を変じて，守護に従属して武士として活動す
るか，或は帰農して名主となる加しなければならす，ここに幕府との直接の関係は絶7これて「地頭
トハ右大前家以来代々将軍家奉公蒙御恩人之事也」〔沙汰未練書〕と,いう御家人制度は破壊されで
しまっ7このである．しかし地頭は必ずしも，すべて従順なる守護の被官人とは云えず．中
　　　　’　　　　　　　　　（71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’下知に庶ぜざる者もあっ了こ炉，ついに地頭は守護大名によって自由に補任される事とな
には守護の
(8)り，地頭職
　　　　(9)
も変化して守護の自由裁断によって，恩賞の対象として部下に宛行われるようになったのである．
註１．稲垣泰彦氏「日本に於ける領主制の発展」歴史学研究149号, 12―13頁
　２．貞永式目，第三粂，第四条，式目新篇追加，守護行事条
　３．建武以来追加，諸國守護人非法条々，寺社本所領事，観謳二年六月十三日，同三年七月廿四日，八月廿一日，文
　　　和元年十一月十五Ｈ，脛安元年六月十七F!沙汰　　　　　　　　　　．
　４．例え’ぱ大乗院寺此雑事記，文明九年十月十七丿条，難波文書,文明十三年四月七賤緬行豊軍忠状蜘こその例が
　　　みえる．
　５．註1, 21頁
　６．建武以来迫加，諸國守護人非法条々，以自身所課令分配一國之地頭御家人事
　７．例えば盆田家什書五十四，沙禰道端書状や，這内記，正長元年五月廿六日条にその例がみえる．
　８．例えば新編会津風土記三，永祗十二年八月十一Ｍ附山蘇昌債奉書にみえるのはこの例である．
　９．文明十四年八月十一Ｈ，京極政高が部下今井氏の戦功を賞して近江國坂田郡法勝寺十三条郷・箕浦庄の地頭職
　　　を呉え〔今井軍記〕，文明四年十一月廿五日，山名政豊が循原廣肥こ備後國御調郡小國郷地頭職を奥えて戦功
　　　を励ましたのはこの例である〔萩藩閥伺録八ノニ〕．
　８　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第２巻第20号
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ　大名と公家領
　上述の如く小領主たる地頭をその傘下におさめす二守誕大名は，領国内に強固な支配槽を確立し7こ
が，領国の形成とその維持の篤には，南北朝の動乱期以来荘園領主の抵抗にあっすこのである．しか
しながら国人・土曜の被官化や，荘民に対する搾取を通じて，叉時には自らの都合によって荘園絹
主となれ合いながら，玖第に荘園侵略を進行させ，ついに荘園領主を没落させて彼等にとってかわ
っ7このであっ7こ．次に公家・社寺領に於ける守護大名の侵略活動について眺めてみよう．もっと
も，守護炉前述の如く地頭・家人7こる土豪を家臣に組入れずこり，荘官や荘民を自己の領民とする過
程は，地方々.々によって異っ7こ形態をとっでいるので，一様の範喘に入れる事は出来ない炉，一般
的に通観し7こ場合について考えてみ7こいと思う．
　先す･公家領である炉,.公家の生活は既に鎌倉時代に於て，守誕地頭の設置以来窮追いこ生活に追
込まれつつあっ7こ加，建武中興によって公家階級は一時愁川をひらい7こものの，間もなく起っす二南
北朝動乱の埓，守護達の荘園侵略の激化に伴って［1本所襄微諒已至極］と云われる状態であり，幕
　　　　　　　　　　　　　ｕ）府は極力その対策に腐心し7こが，公家の牧入減は如何ともし難く「月卿雲客，或ハ高野の霧に交は
り，或ハ吉野の月に件なふ,山林流浪一方ならす，五畿内並江州東西所々の山家身を安んする仁ハ偕
也」と「吉仁略記下」に書せられ7二如く，安住の場所を得ず，ついに地方に流寓するものも出るよ
　　　　（2）うになり，公家は「諸家知行等守護肯押領絶常篇時節也」〔宣胤卿記，文明十年八月朔F!条〕と嘆じ，
　「公家中所帯等諸国守護兵革中押領各不返渡，彷人々出比発趨，不可事行之間，諸事御前公事等無
興行」［長興宿禰記,文明十一年正月一日条］と悲痛の文言をその日記に書き残さねばならなかった．鎌
倉時代以来の下地中分による所領の減少は，足利氏による牛済制開始とその進行とによって，徐.々
公家に打撃を呉え7二炉，室町時代に於ては牛済制は特に大きな社会的，経済的役割を演じでい了こ．
庖仁二乍五月，幕府は山城・近江・伊勢の社寺本所領の牛済をもって，足利義硯の料所にあてんと
するや，近術政家は日野勝光に依頼して，その所領の牛済免除を幕府に願出ているが〔後法興院記
とし7二時，公家所領に於ては，政尭の牛済を止むべき事を朝廷から幕府に命じfこが〔親長lil記，文明
三年間八月廿四日条〕，これも同一趣旨から出7こものと思われる．かくの如く牛済地は元来その所有幡
は荘園領主にあっ了こ炉，漸玖守護・守護代等に押領され大名の知行地Ｋ変化していっ花．
　’明彦二年閏四月廿七日，伊勢備中守は山城の守護に柿せられ，その奉書に「古来守護請地夕卜者不
可有違舌し之趣」〔後法興院記，明庶二年閏四月廿七F!条〕と記載し7こが，請所地肌支配は勿論の事，本所
領一円にね7こって知行するとの風聞を聞くや，近衛政家は「言語道断事也」〔同前〕と噴慨し7こので
あっ7こ．これにもまして六角高頓の公家領侵略は大規模なものであり，この埓将軍足利義尚及び義
材の近江征討が起り，長享の征討の際には，近江の寺祗本所司が兵狼料所とならんとしす二埓，領地
を有する者は皆安堵されん事を歎願し7二が，その下知炉なく「公家裁在陣之衆叉両冷泉外無成敗」
〔後法興院記,長享元年九月廿八日条〕という有様で，守誕大名の手を離れ7こ公家領も将軍近習の奉公衆に
支配される事となり，その回復は到底思い及ばぬ事であっ7こ〔同前,明胞元年九月十二日条〕．延徳三年
蒋軍義秋の近江征討の場合に於ても，公家方知行の分は目録を呈出すべき旨の命炉出花炉〔河紅延
徒三年六月十七日条〕,兵禎料所にならんとする風聞炉あるや，公家達は「諸家以列参可被歎中」〔同前，
明胞元年九月十三F!条〕としてその苦衷を訴えんとし7こ加，目的を達する事は殆ど不可能でめった．
し7こがって時7こま自己の奮領地炉還付されると，「美目之至淑慮之趣武命之儀彼是不知手足之舞
踏而已」〔実隆公記,文明六年十一月十九日条〕と驚喜し,･守護の沙汰として年貢の逞上があっ7二場合には
　「幸甚.々々」としてその到来を喜んだのである〔晴富宿禰記，文明十年二月十二日条〕．しかしかくの如
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く守護大名の従順なる場合は稀であり，一般には公家はその経済的根披を奪われて生活に苦しみ，
前述した如く地方に流転しなければならなかった．今守護大名や被官7こる守護代・地頭等によって
行われず二公家領への侵略の状態を，二三の例証を求めて展望しよう．
　一条家領諸荘園に対すら侵略の様相は，一条最良の「桃華草葉」に,ようｒ窺うことが出来るが，
これによると築津国語原庄・備後国坪生庄・和泉国大泉庄・越前国足羽御厨・同厨別納安居保・
同行俊名・安居別納清須名・次田名j・同国東郷庄等は守護大名や被官の請地となって押領の悲運に
あっ7二．このうち撮津国幅原庄は文明二年春日榊飲及興語寺に寄進して造営料所とし7こが，その後
守護被官香川某の押妨炉甚しく，象良は興語寺に貢賦を督促せしめた事もあっずこが〔大乗院寺社雅事
記,文明十年二月八日条〕，參良の時には，香川の乍貢不済を怒って守護細川政元をして香川を論告せし
めす二が，ついに參良は兵庫に下って，自ら荘務を沙汰し7このであっ7こ〔同前,文明十六年正月二日条〕.又
山城国小塩庄は一条家管領の光明峰寺に寄進し，寺家の計としてあっ7こが，態仁以来畠山氏の押領
の埓，寺家顛倒により寺偕一人も迫を留めざる状態となり，更にｲ尹勢盛種の押妨を受け7こ埓，文明
九年十二月幕府は盛種の押妨を退けて鍛良に安堵せしめ7このであっ了こ〔同前,文明九年十二月廿八日条3.
小槻長其はこれについて「禰閣御堪忍之儀也，御家領処々守誕押領不及沙汰故也」〔長興宿禰記,文明
九年十二月廿七日条〕と同情の言をもらしている．又山城国久世庄も得分の沙汰なき状態となり，土佐
　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
国幡多庄は知行の号あるも有名無実という有様で，教房の下向で漸く維持されてい7こ．
　次に近聴家領荘園をみると，守護大名の侵略は大要下記の如き状態であっ7こ．
　近江国信楽郷．態仁元乍十一月近衛房嗣は赤松氏が代官職を違乱し7このを訴え〔後法典院記，膳仁
元年十一月廿七日条〕，幕府の安堵及「直務不可有相違」旨の院宣を得すこ炉〔同前,庶仁元年十二月六日，二
年正月廿九回和･赤松氏の被官浦上則宗は武家の奉書を用いず，違乱停止は不飛能となっ仁〔後知足院
房嗣記，謳仁二年二月四F!条〕.更に文明十一年九月には，子政家は代官職を赤松政則の焉に違乱せられ
幕府に訴え包が〔後法興院記，文明十一年九月千三Ｈ条〕．長享元年十目には，3し々浦上氏の違乱の焉に
苦しみ，院宣及び幕府の内書や奉行奉書も効果がなかっ了こ〔同飢長享元年十月廿九日条〕．その後一時
小康を得て「浦上退捨云々，自愛無極者也」〔同前，長享元年閏十一月五日条3と喜んだのも束の間で，
明窓年間に至るや，押妨は釜々激化し，現地の荘宣から「自守護違乱」「自守護方令押妨」旨の頻
繁な注進炉あり，これに対して対策を講するのに隙なき状態であっすこ胸前，明胞四年正月廿三日，九
年十月八日，十月廿日，十二月ﾉ●日条〕．
　山城国五箇庄．文明十五年山城守護畠山政長炉兵損料を山城国内の祀寺領・諸家領に課し7二際，
五ケ庄も同じ運命に’あい，荘内へ代官が入部し，五月廿五日地下よりその旨注進炉あっすこので，政
家は「珍事也」として胸前,Ｊ:明十五年五月廿五日剥，課役免除の運動を行い〔同前，文明十五年五
月廿七日条〕，その結果朝廷から幕府へ課役冤除の女房奉書炉出され〔同前，文明十五年六月十四日条〕，政
家は諸公事免除の幕府の奉行奉書の到来を「令叙着者也」と喜んだのである炉〔同前，文明十五年七
月十八日刺，八月三日には政長の部下の篤に五ケ庄は放火の憂目に合い［同前．文明十五年八月五日条］，
更に十五日には幕府より守護畠山政長に対し，山城国寺祗本所領のうち，北は宇治川を限りとして
牛済地とし，知行を全うすべき旨の奉行奉書炉出了こが.，五ケ庄は宇治川の北であるにも拘らず，守
護の違乱の協政家は「種々計略最中也」と日記に書き残し7こ如く対策に苦慮したのであっ7こ〔同前，
文明十五年八月十八日条〕.しかしながらこの後も守護や国衆の違乱はやます，違乱停止の綸旨・奉書を
申請し7こ炉，何れも効なく「言語道断事也」とその彰憤を紙面に書きっけるよりほかになす術もな
かっす二〔同前，文明十五年九月十一卜十二日，同年十月十四日，十八Ｈ，十九日条〕．
　その他，撮津国天王畑は九条家の家僕炉守護細川氏の被官となり違乱に及び’〔同前，文明十九年六
y六日条〕，美濃国の近衛家領も危殆に瀕し同前，長享三年正月十九日粂〕，山城国下桂庄も伊勢氏の烏
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　　　　　　　　　　　　　　　　-
　「違乱不休」という状態であっ7こ〔同前.明抱ご率十一月七日条〕．
　更に山科家知行の諸領をみると，山城国山科郷は皇室領で山科氏はここに特殊な地位を有し，大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）宅郷即ち山科東荘を代々知行してい7二炉，山科東荘並河荘等は天文十七年より武家の焉に押領され
ており〔霊継卿記，永禄十二年三月三日条:3，抵津国溝杭州石計を姑め，河内国御厨屋・美濃国革手郷久
徳五ヶ庄・尾張国井上庄・飛騨国柄具庄松橋郷等は八十年来不知行という惨但たる状態であっ7こ
〔同前〕.又備中国英賀庄水田郷は四五十年来沙汰なく，備前国下居庄は浦上氏に押領され，播磨国下
揖保領家方は宇野氏に押領されすこ焉，その返付を望み，毛利氏に執成しを依頼し7このであった
同前，永節十年十月十五日剣．恟同族四豪家知行の揃津国利倉生も，三好方より押領され，美濃国其桑
庄も不知行となり同前，永豚十二年三月三日条3，一族あげて苦境に沈まねばならなかっす二のである．
　又三条百家も同様の逞命に見舞われ，中院・勧修寺・二条・坊城などの公家違も，例外なく所領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀を大名達によって押領され，或は荒庖せしめられ，経済的な逼迫を免れる事は出来な加っす二．
　かくして公家階級は生活の根底すこる土地を失い，有力なる大名に依存’して，有職故実を主とする
傅統的文化に沈潜するか，或は武士化して所謂公家矢名として地方に土着せざるを得なくなっ7この
である．
　註１．建武以来追加，寺吐本所領事，観謳三年七月廿四日，同年八月廿一日，庶安元年六月十七日沙汰．寺辻本所領
　　　条々，延文二年九月十日沙汰　　　　　　　　　　　　　　．
　　２．山口康助氏「中世末期に於ける文化の僥播」山梨大学学芸学部研究報告第３号, 70―71頁
　　３．建武以来逍加，寺辻本所領条々，延文二年九月十日沙汰
　　乙拙陥「中世土佐に於ける土豪の動向と大名の成立」高知大学研究報告第１倦16号, 10―15頁
　　５．奥野高廣氏「室町時代の皇室御領に関する研究」史学雑誌第46篇２号，37頁
　　６．註2 , 63―65頁’
　　　　　　　　　　　　　　　　　IV大名と趾寺領
　次に社寺領と守護大名との関係を具体的に眺めでみよう．既に坦述し7こ如く南北朝の動乱期以
来，守護は社寺領を押領し，或は課役を命するなど，守護の職拒は不当に拡張さ.れ，濫用せられた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）のである炉，これに対して足利氏は度々の禁令を出し7このであっすこ．例えば南禰寺領が守康人によ
って「人夫已下臨時課役非分料足等」をかけられ，守護が寺領の名主沙汰人等を召使うにっいて，
　［積悪至甚］なりとして，吉永廿七年六月足利義持は「向後頌於諸寺領令免許諸役之上者，永代停
止使者入部一切不可守護綺」と命じずこのである〔南豚寺文書二3.時に違乱の篤不知行分返付の下知
炉あると，「先以珍重也」として喜んだ炉〔大乗院寺趾雑事記，長緑二年三月十七日条3，吉仁の乱前後
に於て牒，社寺領も公家領と同じ運命を了こどり，或は東西両軍の交戦地となって荒脊柱．或は没牧
の愛目にあうなど，赴寺は両々並々たる有様で，興幅寺に於ても．大乗院尋璋の如きも「四介大寺
跡事蹟」と嘆息するばかりであつむ〔同帆文iE元年九月晦F1条〕．更に態仁二学閏十月廿八日西軍の守
護大名は連署して「若云寺門之衆徒，云国中之徒党対当方之衆，不敗顕現之催候者，先以分国寺他
領押置之，可及一段之計略涙」との書を興幅寺に逍し〔同前，窟仁二年十一月六日条3，東軍に庖するの
を防Iﾋせんとし，他寺領の没牧を武器として興服寺を威嚇している．
　文明三年八月畠山義就は山城国の「所々寺領当年悉可借用」としてその旨を鯛れ7こ炉，東寺は
　「河内紀伊国無正体之問，不限当寺々他本所領悉如此」との理由により「迷惑次第也」と云いつつ
も［廿一口方評定引付四，文明三年八月十六日条3，「一寺滅亡重事」として所蓉を行うと共に［同前，文
明三年間八月八日］，致し方なく自ら徴してこれを納めん事を申劫しているが［同前，文明三年閏八月廿ぶ
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　日］，これも守護大名の自由徴発による多大の虫害を考慮してこの挙に及んだものであろう．又同
　jじ八月･山城守護山名是豊は山城の諸寺に寺領の注進を命じ7こ炉，東寺に於ては守護の乱Ｓを恐れて
　「無力可出」という状態であっ7こ〔同前，文明三年八月廿八日条〕．このような守護大名以下国人・土豪
　の押妨に対しても，寺家としてはなす術はなく，「多聞院日記」文明十年九月八日条には「寺門零
　落之時分，京都御無力之折節，云国民衆徒以下，云百姓土民等，雅意無法猛悪不善沙汰八時節到来
　末世濁乱至也」と悲憤の言葉炉みえ，同十日条にはF一段公儀御威勢之時節相待計也」と書せられ･
　ている如く，寺家は空しい期待をも,つすこが，戦国の乱世に於ては，ついに回復の見通しはっ力寸，
　吉仁文明の乱後百年を経ても倚「一寺頓滅ノ期至賦，武家入国旁々心細者也」と心痛を吐露しな４
　ればならな加っ了このである〔多聞院日記，元亀三年五月五FI条〕．
　　又社寺領は「守護不入」という社寺領に対する不可侵をあらわす幕府の法令ヽにより保証せられ
　ていfこ炉，室町時代以後，守護の本義は漸次失われて「諸役免除」と同意義を有するようになり，
　この守護不入の語によって現され仁諸役冤除の特槽も，守護大名領国の形成にっれて，有力なる守
　護大名炉「不入とあるとて分国中守護使不入杯申事甚曲事也，当職の綺典外内々の役等こそ不入之
　　　　　　6 o' ooooo'ooooboooooooooo　・
　利形出す上ハ免許す名所なれ，他国のごとく国の制法に力へはらす，うへなしの申事不及沙汰曲事
．也,自薔跡守護使不入と云事ハ将軍家天下一同御下知を以諸国守護職被仰付時之事也,守護枝不入国
　　　　　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　ありとて不背御下知哉，只今ハなしなへて自分の以内量国の法度を申付，脈謐する事なれハしゆこ
　の手入間敷事かつてあるへからす，兎角之儀あるにおいてハカづこく可申付也」〔今川記第五，かな目録
　追加〕と放言するに至っては，その権威は全く消滅してしまったのである．かくして社寺はその任
　務途行の根韻をなし,経済生活の基礎をなす土地を守護大名に奪われる岑を極力防lﾋせんとしfこが，
　如何ともなし得ずして，或は守護大名に屈し，或は豪族と妥協して活路を見出さんとしたのであっ
　すこ，今二三の実例によってこの様相を眺めてみよう．
　　先ず伊勢御宮領について考えるに，既に平安末期源平武士の押領に苦しんだ炉，源頼朝は開幕後
　その回復をはかり，伊勢国の御宮領の地頭に下文を出し「不致対悍任先例可令弁脩」き事を命じ，
　不法の場合は「雖地頭得分昆可令立用正物」として厳重な戒筋を行っ7こ炉［吾妻鏡,文治二年三月十日条］，．
　鎌倉中期文永・弘安の頃には「榊領モ御職モノ近来多ハ榊宮ヲハナレテ，改減ノ事ノミフレバ，榊
　宮ノ衰微アサマシトモ申バカリナクコソ」という状態となり〔ゑ海參詣記3，更に時代の下るにっれ
　て守護地頭を始め，土豪の侵略炉甚しくなっすこ加，吉仁文明以後はその侵害は全く極まってしまっ
　すこ．即ち文明二年六月廿一日御宮領伊勢国河曲郡南郡司職田が，伊勢守護一色義直の押領にめった
　時，大榊宮神主等は解状を幕府に出して，御役及年四唐皮の官幣使供給役等，他に異る榊領仁るの
　故を‘もって，押領地の湿付を乞う了こが〔内宮引付〕‥効なく，同五年八月には再び解状を出して守護
　一色氏の押妨停止を申覇しすこのでめった〔同削．叉文明七年六月には信濃国仁科御厨の榊役通行に
　関して，路次停止の埓，内信一禰宜荒木田氏経は美濃守護代斎藤妙椿等に書ヤ坦って，押留打開を
　求めている〔外宮引付〕．更に文明八年伊勢守護方より，御宮領に牛済を課し，守護使を入部せしめ
　るや，紳宮庁に於ては「前代未聞之仔細，御鑑難測」旨の庁宜を守護代に出して牛済賦課の停止を
　求め了このであっ7こ〔内宮引付〕．かくして榊宮の経済は極度に窮迫し，残存せるわす･かの御厨等から
　の上分米や，御師の牧入，参詣者の饗銭等に依存する状態となっ八．吉永五年の下総国葛西御厨注
゛文によると，葛西御厨は惣田数千二百三十三町七段,に及ぶ榊宮領であっすこ炉〔暗垣文書〕，戦国動乱
　の時代には小田原の北条氏の所領となり，榊宮側の返付の申出でに対して，北条氏は「御御領有之
　由，先年下向之拗承候，当家先岨当国存知以来，其例無之候，但以御慮，房総両国不歿至干令本意
　者，新儀ビ寄進可申候」〔同削として一蹴してしまったのである．一国の崇敬最も篤き大榊宮領に
　於てすら，既にかくの如き状態であっ7二．　　　．’
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　次に石清水八I蹄宮領をみよう．近江国岸本郷は同国守護京極氏の篤に押領され;文明三年八月幕
府.より下地を祗家雑掌に渡すべしとの命炉守護京極氏に下っている〔石清水文書之六,文明三年八月三
日，室町幕府奉行衆奉書案〕．阿波国菅島庄は守護押領の協，他家は長享元年限津国中嶋内賀島庄をその
替地として給せられ，且明窓六年違乱禁止，公事免除に関する聘軍義澄の御激書を得て〔同前，明謳
六年十一月三日,足利義澄砂mm.数年間知行してい7こ炉，三好之長の下知と号し被官人の強制的な入部
にあった焉，「追出押領人，他家禰全領知，可被専榊用」旨の奉行衆下知状を下附せられているよ
うな始末であっ7こ〔同前，永正三年四月十七日，室町幕府奉行衆下知状〕．又丹後国黒戸庄.［同前，文亀三年十
Jﾖ十八日，同四年二月十八日下知状］，播磨国幅田保価前，文亀二年十一月廿八日下知状〕，加賀国三ヶ庄山上
郷〔同前,文亀四年二月十八日下知状〕，山城国百八条同前，永正元年十月七FI下知状〕等は，みな守護大名・
守護代・被宮人等の違乱押妨課役の焉に苦しみ，幕府より不法停止の下知炉あっ7こ加，その効果は
なかっす二のである．
　寺領荘園に於ても，一条家の関係してい7こ嵯峨禰急院領因幡国鳥取吉方郷は山名氏被官の講地と
なり，同院領播臍国石見郷を始め,一豪家管領の東幅寺,円明寺，宝積寺岑,すλて乱世の篤退転とい
う状態であり［桃華巣葉，家門末子入室門跡等事，家門管領寺院羽，最大の皇室領であっ7こ長講堂領の如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）きも，吉永年間に於て既に守護・被官人・国民等に押領され，興祠寺領に於ても，窓仁の乱後押妨．
が甚しぐ「今般世上錯乱以後，寺祗並諸院，諸坊領両陣之諸大名押妨追日倍増，寺祗之衰微遮眼
者也」〔東院年中行事記抜宿，文明五年五月十三Ｈ条3と云われる状態であり，延暦寺領〔東寺執行F!記,文明
五年十月朔日条3，三宝院門跡領〔三賞院文書五3等に於ても同一の運命を辿っている．
　上に例示し7こ如く，大社寺に於て既にかくの如き状態であっ7二．廣大なる寺領公有せす，侵略に
対して武装の備へ足らず，訴えるに術なき小赴寺は，いきお･い守護大名の下に属して，その保護を
求める以外に方法はなかっ7このである．荘園に対して外部から王力を加え，内部に於ては土豪や名
主・農民達の荘園領主への抵抗を利用しつつ，守護大名領国を形成し，封建領主となっ7こ大名達
は，統一事業の進行にっれて，一面に於ては禁制を掲げて寺領を守り，違乱者の侵入より防禦する
と共に，課役を免除する等，漸次保護政策をとっていっfこ．例えば播磨・備前・美作三ヶ国の守護
大名赤松政則は，播磨国浄土寺領の諸役を免除し〔浄土寺文書3，報恩寺には寺領安堵状を具え公事
を免除し〔報恩寺文書〕，備前国四大寺領を被宮人の競望より救って寺家に交附し〔黄薇古簡築〕，金山
寺には五ヶ年間の諸役を免除している〔金山寺文書〕．又爾津守護細川政元ぱ守護代葵師寺元長に命
じて，同国内の春日科祗領への牛済賦課を停止し〔多聞院日記，文明十年十月七日条〕，更に同人をして
山城実相院に院領正本庄を還付せしめ〔実相院文書〕，限津田多田院に関しては多田庄の段銭役夫工
米棟別銭等を寄進して造営料にあて〔多田院文書五〕．同領善源寺村地頭職を同院に安堵する〔同前〕
など保護を具えている．かく守護大名は領土の拡張に汲々たる一面，領國内の祗寺を保全し，分’国
内の統一を念願してい7このである．各地方に割櫨し7こ大名炉，織田信長・豊臣秀吉によって平定さ
れ，国内炉統一に向うにっれて，祗寺領も漸く回復の機運に向うこととなっfこ．即ち信長は天正三
年洛中洛外の寺祗本所領に対する代官の押妨年貢所当不納之族を「太以曲事之次第也」として「寺
辻本所領無退転之様／
し〔若王寺文書三，仁和寺文書五〕，更に秀吉は全国嶮地の実施と共に，土地割慶を改定して，改めて石
高による寄進を行っ7このでゐつ7こ〔金剛寺文書七〕．されば前述の大御宮に於ても，天正十年外宮祠官
は「榊宮零落之間，既可及退転事･，定悲歎之限，不過之処也，然者太閣秀古欲致上訴之趣，先奉窺
叡慮以勅命科領令寄附給者，聖運御長久，国家安全御所祷何事如之乎」〔嘔永以来外宮注進状〕と注進
上奏しているが，直ちにその目的を達する事は出来なかっ7こにしても，所謂太閣嶮地後は新寄進に
よって，古の面目を保ち得る事となったので４る．
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註Ｆ．建武以来追加，諸國守護人事，建武五年閏七月廿九日沙汰．諸國守護人非法条々，貞和二年十二月十三日沙汰
　２．八代國治博士「長躊堂領の研究」國犯叢股所収, 103―104頁．
　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　山城・大和を中心とする大名の動向
　以上述べ7二如く中世に於ける武家祗会の主流をなす大名は，全国の荘園に支配の手をのばし，つ
いにこれを解体崩壊せしめ，あらすこに領国内に形成されつつあっ7こ郷村制を基盤として，封建領主
7こる近世大名の礎を打ち立てていっすこのである．而してこれらの大名も，中世末期の混乱せる時代
に於て，自ら淘汰され，変動して行く社会の渦の中で，地域的にも，叉身分上でも，中世初期とは
異っすこ様相を現して来たのであっﾌﾆ．所謂戦国大名の出自を眺めてみると，中央畿内地区と地方過
境地帯とでは，周知の如く異っており，東国や西国では武甲・今川・島津といっ7こ鎌倉時代以来の
守護や，相良・毛利・吉川・朝倉など守誕代・地頭等の地位炉上昇して，世襲的に守護大名から戦
　　　　　　　　　　　　(1)国大名へと発展していっ7こもの炉多かったのである炉，畿内地区は南北朝以来炭.々の戦舌しの中心と
なっ7こ鴛，支配拒をめぐって抗争炉激しく，守護大名の動きも活発であっ7こ．
　今畿内地区の大名iの動きをみるに，特に山城国は京都を中心としすこ政治の中枢であっ7二篤，守護
大名の交替変遷も目まぐるしいばかりであつ7こ．吉永以降態仁文明の乱の頃までに，既に畠山・結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2う･城・京極・高・一色・赤松・山名等の守護大名の消長炉あつすこ炉，吉仁の乱後は山城国の守護補任
は，藩府の命にも拘らす，幕府の意志通いこはゆかなかったのである．即ち文明十年四月幕府は当
時の守護山名政豊をやめて，畠山政長を補任し7こ垣’〔晴富宿禰記,文明十年四月十七日，同廿日条,大宗院
’寺我雑事記，文明十年四月廿五日条〕，早くも同十三年七月には政長を赤松政則に改補せんとしすこのであ
　る〔親元日記，丈明十三年七月十日条3.ところ炉政則はこれを辞退し7こ篤〔同前，八月十日条〕，同十五年
　正月には更に政長をやめて，武田国信を補せんとの方針に出すこが，国信も亦難儀7こるの故をもって
群退し，ついに所司代浦上則宗を補任して.一時落着し7このであっすこ〔大乗院寺社雑事記，文明十五年正
月廿四卜条〕．しかし明庶年間に至っては伊勢備中守垣同国（び守護となっているのである［同前，明胞六
年十二月四目朱］．このように山城国は守護大名の交替垣頻繁であるのを特徴とする垣，こうし7こ短期
頚補任という幕府の改策にも拘らず，守護大名はその職に補せられるのを辞退せんとする傾向をみ
せている．これは他の岡々と異って，山城国の如き中央先進地帯には，守護の強固な地盤の確立を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）はばむ力炉あり，ここに守護領国を完成さす事は，全く新7こな開拓を意味すると共に，庖仁の乱後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）各守護が幕府の賜絆を睨して，分国に帰って自立せんとする傾向を物語っている’．事実諸大名の在
国の篤，京都の物價は暴落し「誠以近日難物如榜二令売買云々，是併無人数之故也，希有之成京都
了」と云われる状態であっﾌﾆ〔大乗院寺我雑事記，文明十二年二月六日剣．守護達垣強引な政策の強行に
よって，その勢力を山城国内に打ち立てんとしても，国人や農民忌の抵抗が強く，荘園の基礎をな
す名垣早くから分解して，郷村制の確立をみっつあっ7ここの国では極めて困難な事であっ了こ．且荘
園領主の持続的な力も衰え7ことは云え，ここでは尚温存せられており，こうし7二事垣守護大名に抵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）･抗する力となり，国一揆をも生み出す結果を招来し7このヤあろう．かくの如く山城国では守護大名
‘の交替加烈しかっすこ垣，他の畿内諸国でも中央先進地幣であるだけに大名の動きは活発であっ7二．
　次に大和にっいてみるに，大和は元来守護を置かす，興菌寺の両門跡一乗院・大乗院垣国内を支
配管轄してい7こ〔大乗院寺社雑事記，文明五年正月十七日条3.し7こかつて天正年間塙直政垣大和の守誕に
定まっすこ時は「先代未聞ノ儀惣八一国別ハ寺社滅亡相究者也，無端.々.々．榊慮次第也」と「ヽ多聞院
日記」〔天正三年三月試五日条〕に慨嘆されているが,･中世末に於ては，大和国は興菌寺の衆徒国民によ
って国内の支配備をめぐって抗争炉っづけられていに．「大乗院寺社難事記」延徳二年十二月晦日
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条に｢和州国民者(中略)不号国人称国民叉両門跡被宮人也，越智之一門，布施，高田，万歳，
以下大乗院家被官人，給分等在之」とあり，「筒井補系」には順永を「法師武者ノ始也」としてあ
る炉，彼等は既述の如く衆徒と云うより，門跡被官の大和大名であり，武士として活勤しでい了こ・
しすこかつて彼等は他の守護大名に合力して戦場を馳駆し〔大乗院寺社雑事記，文正元年九月一日，同十三
日，文明十四年四月五日条等3，或は荘園の違乱押領に及び〔同前，長祗三年六月五日，同四年閏九月廿四日条．
多聞院日記，文明十年四月十七日条等〕，或は地口銭・町銭・有徳銭・反奴等を課し7こ炉C大乗院寺社雑事記,．
抱仁元年六月廿一日，文明四年八月九日，同九年七月二日，同十一年六月十.八日，十三年九月九日，延徳二年十二月晦
日，明胞六年十月廿三日条等〕,その篤結局は「奈良在家返電，京衆在家之者ハ悉以令上洛」〔同前，文明十
一年十月六F1条3と云う状態に立至らしめ，彼等の行焉は「一国之守護之振舞」〔多聞院日記，文明十年
九月廿三日条〕に等しく，大和大名の一人越智家栄の所行も「然而寺門無力之間，先不知通ニテ置候
処ニ，近臼非知行之在処」
文明十年九月廿六日条3と云われ，興備寺としては只々寺門の無力を啖くばかりであっ仁．よづて興備
辱としては，かかる大名逢の抗争の和解経息を長年の間新念しうづけ仁のであり，抗争が終ると
　「埓寺社埓国中珍重.々.々」と喜んだのであっ7こ〔大乗院寺社雑事記，文正元年十一月廿八日条〕．
　かくの如く大和大名の動きは,直ちに一国の守護をもって任する具幅寺には,直接大きな影饗を及
ぼし了このであり，多ぐの寺領荘園を有し，弧大な勢力をもって大名領形成への道程を妨げていず二興一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
祗寺も，大和国内の大名・国民の自立的活動や，越前国河口坪江庄に対する朝倉氏の侵略の如く，
他国に於ける興備寺領への守誕大名の勢力浸透などの埓，次第に浚落していっ7二のである．
　註１．辻善之助同士「日本文化史IV」172―174頁
　　２．杉山同氏「日本封建，前期」歴史学の成果と課屁iⅢ（歴史学研究会絲）所収，42頁
　　３．永原良二，杉山博氏「守護頌國制の展開」社会経臍史学17ノ2，8頁｀
　　４．この頃には守護大名の勢力は，自家楢盆の擁護をめざして，地域的に連帯性をもって團結する事によクて支え
　　　られるよ飼こなって来た埓，分國を中心として，こうした地盤をかためる必要があった事も一原因をなしてい･
　　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　　　藤直幹同士「日本武家祗会の柳造」309頁
　　５．宮川満氏「中世村落に於ける農民と地侍」廣島大学史学研究記念論叢所収，４頁4 ゛」2頁
　　６．牧野信之助氏「庄聞制度崩嘔の一例としての越前國河口坪江庄の研北」史林5ノ3
　　　永島部太耶氏「興部寺波落の経済的要因」祀会経済史学6ノ６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　す　　び
　以上中世に於ける大名，特に守誕大名の権力増大に件う班園領主の良落を中心として，中世大名．
の活動について述べ仁のである炉，かかる大名は戦国乱離の間に於て，対立抗争の結果淘汰され，
ついに織田・豊臣二氏によって統一事業炉完成されるにっれて，中世大名は次第に社会的な通称を
睨して，公的に法によって規定され了こ近世大名へと発展していっす二．即ち豊臣秀吉は大名領地の基
礎をなす土地制度の改革を行い，荘園訓より大名知行制へ.と，新しい祗会経済機構を作り出し了この
である．ここに於て土地は全部秀吉の一元的支配の下に帰し，秀吉の統卒下に入っ7こ諸大名にも，
朱印状によって知行として分具せられ「隨知行之分限，諸事地退可相働事」と規定せられ7二のであ
っだ〔大坂城中壁書〕，更に秀吉は社会秩序の統制を行い，刀狩によって兵農分離を断行し〔小早川文
書，天正十六年七月八日豊臣秀吉掟書〕，身分を戴重に規定し〔同前，天正十九年九月廿一日豊臣秀吉法制，大名
を主軸とする近世封建秩序を形成し7このであっ7こ．又大名建によって押妨退転せしめられてい了こ公
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泉・社寺に対しても「諸公家諸門跡被嗜家心
相守，専修造，学問勤行不可致油断事」と定め7こので〔大坂城中壁書．浅野家文書，豊臣家五大老連署条目
.追加〕，公家・社寺はここに再び息づく機会を得て，その複利も朱印状によって安堵され7このであっ
7こ．かくして戦国大名の各･々狽立しすこ多面的な大名領地の政治形態は次第に統一され，一元的な中
央集権的政治形態の出現をみるに至っ7こ炉，関ヶ原の戦後徳川氏の手により，大名は幕府法によっ
て制約せられるところの，幕藩体制の重要な主体をなす近世大名へと転化していっすこのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和28年10月31日受理）

